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V326a XL-Calibur 気球実験搭載硬X線望遠鏡の 2024年フライト後の性能調査 (3)
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硬X線偏光観測は、高エネルギー天体の幾何学構造や磁場構造の解明に有効であり、測光・撮像・分光観測と
は独立した情報を提供する。日米スウェーデンの国際協力で推進される XL-Calibur気球実験は、大有効面積の
硬X線望遠鏡とコンプトン散乱型偏光計を搭載し、15-80 keVの帯域における天体信号の検出感度を、従来の気
球実験より大幅に向上させた。2024年 7月に実施した北大西洋上空での 5.7日間の科学観測フライトでは、連星
系ブラックホール Cygnus X-1と Crabパルサー/星雲を観測し、両天体の偏光度と偏光角をこれまでにない高精
度で決定することに成功した (XL-Calibur Collaboration 2025a,b)。XL-Caliburチームは現在、他のX線天体を
観測するため南極上空におけるフライトを計画している。
我々は本実験に搭載する硬 X線望遠鏡の開発と運用を担当している。次回フライトでの望遠鏡搭載に向け、

2024年フライト後に回収した望遠鏡の性能検証が必要である。そこで、2024年 11月と 2025年 5月、10月に
SPring-8/BL20B2で、詳細な性能測定実験を実施した。本講演では、XL-Calibur気球実験の現状と、2025年 10
月に実施した望遠鏡の有効面積のX線入射角依存性 (Vignetting)を中心とした性能測定結果を報告する。


